
平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日
受
領

答

弁

第

二

一

一

号

内
閣
衆
質
一
七
六
第
二
一
一
号

平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

�

人

衆

議

院

議

長

横

路

孝

弘

殿

衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
重
点
港
湾
青
森
港
の
整
備
促
進
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
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一
に
つ
い
て

公
共
事
業
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
真
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の

確
保
の
た
め
に
必
要
な
分
野
に
重
点
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
お
尋
ね
の
「
港
湾
関
係
予
算
」
に
つ
い
て
も
、

特
に
国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら
重
点
化
を
行
い
つ
つ
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
沖
館
地
区
東
・
西
防
波
堤
」
及
び
「
油
川
地
区
第
一
北
防
波
堤
」
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
平
成
二
十
七
年

度
内
の
完
成
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
整
備
率
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
青
森
港
に
つ
い
て
は
、
港
湾
管
理
者
で

あ
る
青
森
県
が
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
そ
の
開
発
等
に
関
し

て
、
港
湾
計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
国
に
お
い
て
は
、
青
森
港
を
含
む
全
国
の
港
湾
の
整
備
に
つ
い
て
、
港

湾
管
理
者
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
港
湾
整
備
事
業
に
お
い
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
具
体
的
な
施
策
等
に
つ
い
て
定
め

一



て
い
る
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
計
画
的
な
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
が
各
々
の
地
域
資
源
を
活
か
し
つ
つ
戦
略
的
に
地
域
の
成
長
力
を
高
め
、
自
立
的
に

発
展
す
る
た
め
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

二


